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その結果、波長 5.75μm、パルスエネルギー0.4 J/cm2 以上(エステル分解)または 1.2 J/cm2 以上(エステル分解























し、波長 5.75μm、パルスエネルギー0.4 J/cm2、数十ノミルス照射によって高いエステル分解効果 (&=80%) が得
られることを示している。
(5)中赤外パルスレーザーによる粥状動脈硬化症への実際の照射を想定し、正常組織の光吸収に起因した、入射光の
減衰および正常組織の熱損傷が主に考慮すべき点であることを示し、見積りおよび、モデ、ル実験によって中赤外パルス
レーザーが粥状動脈硬化部位コレステロールエステル除去治療に有用となる可能性を示している。
以上のように本論文は、粥状動脈硬化症に対する低侵襲・高効率な治療ツールとしての赤外ノ《ルスレーザーを提案
し、その照射パラメータと誘起効果の相関を明らかにしたもので、レーザー医療工学に寄与するところが大きい。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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